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五條新宮道路

（風屋川津工区）

延長5.7㎞

ご じょうしん ぐ う

（終）奈良県吉野郡十津川村川津
よしの と つ かわむらかわ つ

至 五條市

：対象事業

凡 例

：一般国道

：県道

：事業中

よしの と つ かわむら の じり

至 新宮市

168
五條市

（起）奈良県吉野郡十津川村野尻

奈良県
309

五 條 新 宮 道 路
(風屋川津・宇宮原工区)

広 域 図

長殿道路

か ぜ や か わ つ

＜式典会場＞

【受付開始 １２：３０ 開式 １３：３０ 】

奈良県吉野郡十津川村上野地２２０

十津川村上野地地区交流施設体育館

よし の と つ かわ むら うえ の じ

十津川村
と つ かわ むら

式典会場
（十津川村上野地地区

交流施設体育館）

1

一般国道１６８号 五條新宮道路
（風屋川津・宇宮原工区） 起工式会場位置図

ご じょう

（終）奈良県吉野郡十津川村宇宮原
よしの と つ かわむら う ぐ わら

よしの と つ かわむら うえ の じ

（起）奈良県吉野郡十津川村上野地

ご じょうしん ぐ う

か ぜ や か わ つ

五條新宮道路

（宇宮原工区）延長1.2㎞

ご じょうしん ぐ う

う ぐ わ ら

と つ かわ むら うえ の じ

上野地郵便局

十津川

谷瀬の吊り橋

168

〔式典会場〕
十津川村上野地地区

交流施設体育館

至 新宮市

至
五
條
市

五條土木事務所
工務第２課

運動場

※ 新型コロナウイルス感染拡大防止のため、案内状をお持ちでない方は参加できません。



五條新宮道路は、和歌山県新宮市と奈良県五條市を結ぶ延長約１

３０㎞の地域高規格道路であり、紀伊半島内陸部を南北に縦貫する重

要な幹線道路です。

風屋川津・宇宮原工区は、地形条件が厳しく整備に高度な技術を要

する区間であることから国土交通省権限代行事業として、安定した交

通路の確保、線形が厳しい箇所・幅員狭隘区間の解消、医療施設へ

のアクセス向上、地域の活性化等を目的に整備を進めている延長６．

９ ㎞の道路です。

１．事業概要

２．路線の概要

• 事 業 名：五條新宮道路（風屋川津・宇宮原工区）

• 区 間：（起）奈良県吉野郡十津川村野尻

（終）奈良県吉野郡十津川村宇宮原

• 延 長：６.９㎞

• 車 線 数：２車線

• 構造規格：第３種２級

• 事 業 化：平成２５年度

ご じょう しん ぐう

かぜ や かわ つ
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よし の と つ かわ むら う ぐ わら

※ 奈良県内の国道168号現道区間（約126㎞）は、奈良県が管理を行っています。

よし の と つ かわ むら の じり

ご じょう しん ぐう しん ぐう ご じょう

き い

奈良県

五條新宮道路
(風屋川津・宇宮原工区)

かぜ や かわ つ

一般国道１６８号 五條新宮道路
（風屋川津・宇宮原工区）の概要

【参考】
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（起）奈良県吉野郡

十津川村野尻

（終）奈良県吉野郡

十津川村川津
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よ し の
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風屋ダム

高時隧道

十津川村

五條新宮道路

（宇宮原工区） 1.2㎞

助人隧道
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安定した交通路の確保

 十津川村内の国道１６８号では過去１０年間（Ｈ２２年度～R元年度）

に、２２回の全面通行止めが発生。

 風屋川津・宇宮原工区においては、既往災害発生箇所（４箇所）、Ｈ

２３．９月の台風１２号による深層崩壊箇所（２箇所）、防災点検要対

策箇所（１０箇所）が存在し、災害に脆弱。

 五條新宮道路の整備により、防災点検要対策箇所が約４割と大幅

に減少するなど、脆弱な現道区間を回避でき、円滑な走行を確保。
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ご じょう しん ぐう

【参考】

台風12号の風屋川津・宇宮原工区周辺における被害状況

写真① 国道168号崩落状況（撮影時期：H23.9） 写真② 道路崩壊箇所（撮影時期：H24.6）

出典：奈良県県土マネジメント部資料

【十津川村内の国道１６８号における

過去１０年間の通行規制状況】

【防災点検要対策箇所】

※１）五條新宮道路の事業区間
※２）風屋川津・宇宮原工区の整備により10箇所回避

（対策完了4箇所含む）

発生年度

全面通行止め回数（落石・崩土）

長殿道路
宇宮原
工区

風屋川津
工区

他

H22年度 0 0 0 0

H23年度 1 1 0 10

H24年度 0 0 2 1

H25年度 0 0 0 1

H26年度 0 0 0 0

H27年度 0 0 0 1

H28年度 0 0 1 0

H29年度 1 0 0 2

H30年度 0 0 0 0

R1年度 0 0 0 1

小計 2 1 3 16

合計 22

かぜ や かわ つ う ぐ わら

と つ かわ むら

宇宮原工区
延長1.2km

長殿道路（国）

延長2.7km

風屋川津工区
延長5.7km

写真②

至

新
宮
市至

五
條
市

対象区間
地域高規格（開通済）
地域高規格（事業中）
一般国道
既往災害発生箇所（H23.9 台風12号）
既往災害発生箇所
深層崩壊箇所（H23.9 台風12号）
防災点検要対策箇所
地すべり危険箇所（ H10 奈良県公表）
幅員狭隘区間（幅員5.5m未満）

凡 例

事前通行規制区間
五條市大塔町天辻～同宇井

時間雨量25mm
連続雨量110mmで通行止

（気象観測所：大塔雨量観測所）

事前通行規制区間 五條市大塔町宇井～十津川村小原（十津川村役場）

時間雨量25mm，連続雨量110mmで通行止

（気象観測所：十津川復旧復興課）

写真①
五條市
ごじょう

十津川村
とつかわむら

国道168号 国道168号

約４割に減

（箇所）

H24年度末
（和歌山県はH25）

※1
整備後

168



線形が厳しい箇所・幅員狭隘区間の解消

 五條新宮道路（風屋川津・宇宮原工区）と並行する現在の国道１６８

号の内、特に風屋川津工区は、急カーブが連続するなどの線形が

厳しい箇所や、自動車の離合が困難な幅員狭隘区間が多く存在。

 五條新宮道路（風屋川津・宇宮原工区）の整備により、現道の交通

転換が図られ、道路利用者の安心・安全な通行を確保。
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急カーブの連続と幅員狭隘区間

▼自動車の離合が困難な箇所▼急カーブ区間手前でブレーキを掛け徐行する車両

写真① 一般国道168号（風屋川津工区並行区間）
（撮影日：令和元年１２月１０日（火））

橋 梁 部 トンネル部

【現況】 【整備後】

標準断面図

ご じょう しん ぐう

ご じょう しん ぐう

【参考】

風屋川津工区 5.7㎞

168

168

至 五條市

至 新宮市

既往災害発生箇所

深層崩壊箇所（明治22年）

防災点検要対策箇所（未対策）

凡 例

対象事業

一般国道

線形の厳しい箇所（R<50m）

幅員狭隘区間（W<5.5m）

十津川

かぜ や かわ つ

かぜ や かわ つ

う ぐ わら

かぜ や かわ つ う ぐ わら

写真② 一般国道168号（風屋川津工区並行区間）
（撮影日：令和元年１２月１０日（火））

課題箇所 現況 開通後

線形の厳しい箇所
風屋川津 73箇所

86箇所 0箇所

宇宮原 13箇所

幅員狭隘区間
風屋川津 8区間

10区間 0区間

宇宮原 2区間

土工部

5.5 m

きょう あい



医療施設へのアクセス向上

 十津川村には、二次救急医療機関がなく村外への通院が必要。

 また、緊急患者の搬送にはドクターヘリが運行されているが、夜間や

天候不良時では出動不能となるなど約７割は救急車（陸路）での搬

送となっている。

 五條新宮道路の整備に伴う搬送時間の短縮や走行性の向上によ

り、搬送患者の負担軽減が図られるなど、救急医療活動を支援。

5

（風屋川津工区）

救急医療施設の位置

道路整備前後における搬送時間の短縮効果

十津川村役場～南奈良総合医療センター

と つ かわ むら

ご じょう しん ぐう

五條新宮道路
自動車専用道路
一 般 国 道

（出典：十津川村救急搬送先一覧）

※1：H27全国道路・街路交通情勢調査平均速度で算出
※2：H27全国道路・街路交通情勢調査時点の未供用区間

（事業実施区間）の速度は、60km/hで算出
※3：風屋川津工区、川津道路、宇宮原工区、宇宮原バイパス、長殿道路、

辻堂バイパス、阪本工区、新天辻工区が整備された場合

【平成30年 ヒアリング】

五條新宮道路に期待しています。

【参考】

約103分

十

津

川

村

役

場

南
奈
良
総
合
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療
セ
ン
タ
ー

整備前

整備後 約82分

現道ルート※1

約21分
短縮

整備後ルート※1※2※3

（宇宮原工区）

過去10年の国道168号通行止め回数

（五條市、十津川村）

出典：奈良県県土マネジメント部資料

発生年度

全面通行止め回数
（落石、崩土）

実回数
うち、五條新宮道

路の事業区間

H22年度 0 0

H23年度 16 9

H24年度 3 2

H25年度 4 2

H26年度 0 0

H27年度 1 0

H28年度 4 2

H29年度 5 2

H30年度 0 0

R1年度 1 1

小計 34 18

五
條
新
宮
道
路

十津川村役場

救急搬送の７割以上は
救急車（陸路）です。

74%
（153件）

26%
（54件）

168

168
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H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R6

 十津川村には、「谷瀬の吊り橋」「十津川温泉」「野猿」などの観光

資源が豊富に存在。

 五條新宮道路の整備に伴う、アクセス性の向上による観光入込

客数の増加や、輸送環境の改善による産業活性化など地域の活

性化に期待。

←鏡とあわす地域の活性化

と つ かわ むら

ご じょう しん ぐう

と つ かわ や えんたに せ

十津川村観光地

写真② 道の駅十津川郷
（出典：十津川村観光協会）

谷瀬の
吊り橋

野猿

清納の滝

瀞峡

道の駅
「十津川郷」

168

湯泉地温泉

上湯温泉

五條新宮道路
（風屋川津工区）
延長5.7㎞

写真⑤ 十津川温泉
（出典：十津川村観光協会）

至五條市

至新宮市

写真②

写真⑤

出典：十津川村資料

写真① 谷瀬の吊り橋
（出典：十津川村観光協会）

写真③ 野猿
（出典：十津川村観光協会）

写真③

写真①

写真④

写真④ 清納の滝
（出典：十津川村観光協会）

425

参考：林業６次産業化の取組
（出典：十津川村観光協会）

：対象事業

凡 例

：一般国道

：県道

：事業中

五條新宮道路
（宇宮原工区）
延長1.2㎞

【参考】

■「十津川村総合戦略」では、紀伊半島大水害により落ち込んだ十津川村観光
入込客数を令和６年度に８２．５万人に増加させる目標。

紀伊半島大水害

観光客数
（万人）

出典：十津川村統計資料

令和６年度

観光入込客目標82.5万人

(十津川村総合戦略)

目標値

実績

凡 例

6

十津川村観光入込客数
と つ かわ むら

十津川温泉


